
【３級】（３A） 冨満蓮くん  （３B） 安影健作くん、永野百喜乃さん   
【４級】（２B）中園諒哉くん、東大地くん、古里桜香さん 
本市汐南さん （３A） 鹿口亜弥さん （３B） 温水啓介くん 

松田 ももこさん、松田祐佳さん  【５級】（２B） 前原千夏さん 
 

 
 
 
 
 

 

 高崎文雄さんは日向市細島出身。海軍特攻隊員としてフィ
リピン沖に出撃し、19歳の若さで戦死しました。 
第二次世界大戦で犠牲になった日本人は 

兵員が約230万人、一般市民が約80万人と言われて 
います。全世界では約6,000万の人々の命が失われました。  
８月に入ると、テレビや新聞等で戦争についての番組

や記事を多く見かけます。８月６日、９日、１５日はそ

れぞれ、広島原爆忌、長崎原爆忌、終戦記念日。決して

忘れてはならない日です。今日の登校日では１年「原

爆」、２年「沖縄戦」、３年「東京大空襲」をテーマに平

和学習を行いました。集会では、戦争中の金属供出のこ

とや犠牲になった動物のことなどを話しました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
【めざす生徒像】 

◆ 進んで勉強する生徒   
◆ 礼儀正しい生徒 
◆ 明るくたくまし生徒 
◆ 感謝の心で、残さず食べる生徒 
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☎ ２３－３６１１ 

【教育目標】生徒一人一人の個性を伸ばし、たくましいからだ、豊かな心、すぐれた知性をもった人間性豊かな生徒の育成  

細野中だよりは本校のホームページでもご覧になれます。 

◆ ３年生の夏休み学習会 （7.22～29) ◆ 

夏休みも半分が過ぎまし

た。学習会や部活動に参加し

ている子どもたちを見て、家

庭でも規則正しく、周りに心

配をかけない生活が送れてい

るといいなあと思っています。「早く学校が始まらんか

ね～」というご家庭はありませんか。 
 
お子様と一緒にチェックしてみましょう 
 

☐ 「早寝 早起き 朝ごはん」 
☐ 家の手伝いはしていますか。 
☐ 宿題は順調に終わらせていますか。 
☐ 読書をしていますか。 
☐ 運動はしていますか。 
☐ 虫歯の治療は済みましたか。 

夏休み当初の緊
張感が薄れ、生活
が不規則になりが
ちなのが今から。    
残り半分を充実し
て過ごせるよう、親
子で計画の見直し
をお願いします。 

 

◆ 県体・コンクール激励会・夏休み前集会（7. 18) ◆ 

 激励会では、各部が力強く抱負を述べた後、中薗尚樹

くん(３年)が激励。最後に、県吹奏楽コンクールに出場す

る吹奏楽部が、課題曲と自由曲を披露しました。 

県大会では、どの種目も上位に進むことはできま

せんでしたが、選手たちはよく健闘しました。吹

奏楽部は銀賞でしたが、金賞の学校と遜色ない演

奏だったと思います。子どもたちに元気と感動を

もらいました。ありがとう。 

目標を持って勉強すると学習効果も上がりますし、資格はさま

ざまな場面で役に立ちます。漢検にも挑戦しましょう。 

◆ 薬物乱用防止教室 (7.17) ◆ 

 講師は学校薬剤師の山元

慶子先生。最近よく報じら

れる脱法ハーブの正体や薬

物の種類と危険性、酒、た

ばこの害など、たくさんの

画像を用いて分かりやすく

説明してくださいました。 

 ８時３０分から４時間、授業形式と自学自習のクラス

に分けて実施しました。夏休みの課題をやりきる中で、

第２回学力診断に向けて力を付けるのが目的です。 

 その他、練習前や練習後に部活動で学習会をしたり、

自主的に登校して宿題を終わらせている生徒もいます。

普通に起きて午前中の時間帯を有効に使えるかどうかが

夏休みを上手に乗り切るポイントです。わが子の宿題が

はかどらないというご家庭は、登校させてください。 

◆ 魅力ある授業づくり研修会 （7.31) ◆ 

県内の指導力に優れた先生方による講習会 

が小林小・中で行われました。市内の小・中 

学校の全教師が、教科や道徳、キャリア教育 

など、１８の講座から一つを選び参加しました。 

午後は、市の教育研究センターの発表や宮大大学院の

先生によるICT機器に関する講演が文化会館でありまし

た。楽しい授業、よく分かる授業にするために、私たち

も夏休みの間に研修を重ねています。 

南(みんなみ)の 雲染(し)む果てに散らんとも 

くにの野花とわれは咲きたし    高崎 文雄 
  
 私は南の海の彼方に散ってしまうけれど、戦争が終
わったら、平和な故郷の野山に小さな花として咲きたい  

【台風１１号が気になります】 予報では９日に最も 
近づくようです。これまでの雨で地盤が緩んでいる 
箇所もあるとのこと。万全な備えをしておきましょう。 

「犬の消えた日」（井上こみち著、金の星社刊）の元になった話 
 
中澤静江さんの家には二頭のシェパ－ドがいましたが、軍用

犬として戦地に出征しました。翌年、寂しそうな静江さんをみか
ねた父親が（戦争に行かなくていい）柴犬を飼ってくれました。
「東亜」と名づけられ、一つの布団で寝るくらいの仲良しでした。
当時は食料難でしたから家族は自分たちの分を削ってでも東
亜に食べさせていました。みんな、東亜が大好きだったのです。 
しかし、犬を供出するようにとの命令が回覧板で届きます。

断れば近所の人から「非国民」扱いされます。供出の朝、家族
は東亜に、なけなしの米で炊いた赤飯に味噌汁をかけ、おなか
いっぱい食べさせてやりました。最後の食事でした。 
静江さんが警察署に連れて行きます。犬をどうするのか教え

てと問い詰める彼女に、警官は黙って東亜の首輪を渡したので
す。犬は殺され、毛皮や缶詰肉になり戦地に送られるのだと、
巷（ちまた）ではささやかれていました。 


